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●暑熱ストレス　●密飼いストレス
●「硫酸コリスチン」不使用

腸内細菌叢のバランスが崩れる

 飼養成績低下
●斃死羽数増加　●総出荷体重減少
●飼料要求率悪化

腸内環境の健康維持をサポート

「JA-ZKバチルス」の飼料添加給与

腸内細菌叢のバランスが整う

飼料の栄養成分の有効な利用を促進

●育成率改善　●総出荷体重増加
●飼料要求率改善

試験区

コリスチン不使用対照区
コリスチン添加区

コリスチン不使用JA-ZK区

無
有
無

無
無
有

無
無
無

無
無
有

餌付～後期飼料
コリスチン JA-ZK コリスチン JA-ZK

仕上げ飼料

表 試験区の設定

コ
リ
ス
チ
ン
不
使
用
J
A-

Z
K
区

コ
リ
ス
チ
ン
添
加
区

コ
リ
ス
チ
ン
不
使
用
対
照
区

33.82 ス
ト
レ
ス
環
境
下

で
の
場
合

ス
ト
レ
ス
環
境
下
＋

J
A-

Z
K
給
与
の
場
合

 飼養成績改善

図1 各試験区における育成率

図5 JA-ZKバチルスの給与効果のフローチャート

図2 各試験区における坪重量

図3 各試験区における飼料要求率

図4 各試験区における腸内細菌叢
（嫌気性菌に対する大腸菌群数の割合　）

『
暑
熱 × 

高
飼
育
密
度 × 

抗
菌
性
飼
料

添
加
物「
硫
酸
コ
リ
ス
チ
ン
」不
使
用
』

J
A–

Z
K
の
評
価
試
験

　

硫
酸
コ
リ
ス
チ
ン（
以
下
コ
リ
ス
チ
ン
）は
、
農
水
省
に

よ
っ
て
2
0
1
8
年
7
月
に
飼
料
添
加
物
と
し
て
の
指
定

が
取
り
消
さ
れ
る
が
、
ス
ト
レ
ス
環
境
下
で
の
コ
リ
ス
チ
ン

不
使
用
の
影
響
度
に
つ
い
て
は
今
ま
で
未
確
認
だ
っ
た
。
そ

の
た
め
、
本
試
験
に
て
検
証
を
行
い
、
影
響
が
あ
っ
た
際
の

対
策
案
と
し
て
J
A-

Z
K
の
給
与
効
果
を
評
価
し
た
の
で
、

こ
こ
で
事
例
を
紹
介
す
る
。

ス
ト
レ
ス
対
策
と
し
て
の
J
A-

Z
K
の
効
果

　

J
A-
Z
K
は
、
各
種
ス
ト
レ
ス
に
よ
っ
て
バ
ラ
ン
ス
を

失
っ
た
腸
内
細
菌
叢
を
整
え
る
事
で
、
飼
料
の
栄
養
成
分

の
有
効
な
利
用
を
促
進
し
、
飼
養
成
績
改
善（
育
成
率
改

善
・
総
出
荷
体
重
の
改
善
・
飼
料
要
求
率
改
善
等
）が
期
待

さ
れ
る
。
J
A-

Z
K
の
給
与
に
よ
り
、
鶏
が
本
来
持
っ
て

い
る
能
力
を
引
き
出
す
ま
で
の
仕
組
み
を
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

に
示
し
た（
図
５
）。

　

な
お
、
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
生
産
性
低
下
が
起
き
て
い
る

場
合
は
、
ま
ず
ス
ト
レ
ス
軽
減
策
を
講
じ
る
事
が
最
優
先

事
項
で
あ
る
。
ま
た
、
ス
ト
レ
ス
軽
減
策
や
適
切
な
飼
養

管
理
改
善
策
が
講
じ
ら
れ
、
飼
養
成
績
に
問
題
な
い
場
合

は
、
こ
の
よ
う
な
飼
料
添
加
物
を
活
用
し
な
い
選
択
肢
も

あ
り
得
る
。

　

本
稿
で
紹
介
し
た
J
A-

Z
K
は
、
全
農
グ
ル
ー
プ
が
供

給
す
る
育
す
う
飼
料「
パ
ワ
ー
チ
ッ
ク
Z
K
シ
リ
ー
ズ
」や

飼
料
添
加
物「
J
A-

Z
K
バ
チ
ル
ス
」に
活
用
し
て
い
る
。

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
お
近
く
の
Ｊ
Ａ
、
経
済
連
、
く

み
あ
い
飼
料
、
科
学
飼
料
研
究
所
の
営
業
担
当
ま
で
お
寄

せ
い
た
だ
き
た
い
。

（
１
）試
験
区
の
設
定

　

夏
季
に
０
日
齢
の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
ヒ
ナ
を
導
入
し
、

表
１
に
示
す
３
つ
の
試
験
区
に
分
け
た
。各
試
験
区

の
１
区
画
に
対
し
て
ヒ
ナ
60
羽
、雌
雄
ご
と
に
２
反

復
を
設
定
し
た
（
60
羽
×
３
試
験
区
×
２
反
復
×
雌

雄
＝
合
計
7
2
0
羽
）。な
お
、各
種
飼
料
添
加
物
の

効
果
を
明
確
に
評
価
す
る
た
め
、夏
季
で
あ
っ
た
が
各

区
画
の
飼
育
密
度
を
高
め
て
60
羽
／
坪
と
し
、ス
ト
レ

ス
環
境
下
で
飼
育
。試
験
期
間
は
０
～
42
日
齢
と
し
た
。

（
２
）試
験
飼
料

　

通
常
の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
飼
料
の
設
計
を
基
本
と
し
、

コ
リ
ス
チ
ン
ま
た
は
J
A-

Z
K
の
飼
料
添
加
物
を

表
の
通
り
に
試
験
区
ご
と
に
調
製
し
た
飼
料
を
準

備
。試
験
期
間
中
は
不
断
給
餌
・
不
断
給
水
と
し
た
。

（
１
）育
成
率

　

今
回
の
育
成
率
は
、斃へ
い

死し

及
び
淘
汰
の
羽
数
を
差

し
引
い
て
算
出
し
た
値
で
あ
る
。暑
熱
や
高
め
の
飼

育
密
度
の
条
件
に
よ
り
ス
ト
レ
ス
を
負
荷
し
た
環
境

で
飼
育
し
た
結
果
、「
コ
リ
ス
チ
ン
不
使
用
対
照
区
」

は
他
区
に
比
べ
て
最
低
の
育
成
率
で
あ
り
、最
も
多

か
っ
た
死
因
は
熱
死
で
あ
っ
た
。「
コ
リ
ス
チ
ン
添
加
区
」

は
、「
コ
リ
ス
チ
ン
不
使
用
対
照
区
」に
比
べ
て
わ
ず

か
に
改
善
の
傾
向
を
示
し
た
が
、熱
死
は
対
照
区
と

同
様
に
見
ら
れ
た
。最
も
育
成
率
の
改
善
が
認
め
ら

れ
た
の
は
、「
コ
リ
ス
チ
ン
不
使
用
J
A-

Z
K
区
」で

あ
っ
た
。「
コ
リ
ス
チ
ン
不
使
用
J
A-

Z
K
区
」は
、

通
常
の
斃
死
・
淘
汰
羽
数
が
少
な
い
だ
け
で
な
く
、

熱
死
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た（
図
１
）。

（
２
）坪
重
量

　
「
コ
リ
ス
チ
ン
不
使
用
対
照
区
」、「
コ
リ
ス
チ
ン
添

加
区
」、「
コ
リ
ス
チ
ン
不
使
用
J
A-

Z
K
区
」の
順

に
坪
重
量
の
値
が
増
加
し
た
。こ
れ
に
は
育
成
率
が

大
き
く
関
係
し
て
い
る（
図
２
）。

（
３
）飼
料
要
求
率

　

飼
料
要
求
率
は「
コ
リ
ス
チ
ン
不
使
用
対
照
区
」、「
コ

リ
ス
チ
ン
添
加
区
」、「
コ
リ
ス
チ
ン
不
使
用
J
A-

Z
K

区
」の
順
に
改
善
す
る
事
が
示
さ
れ
、ス
ト
レ
ス
飼
育

環
境
下
に
お
け
る
コ
リ
ス
チ
ン
な
ら
び
に
J
A-

Z
K

１ 

試
験
の
概
要

２ 

試
験
結
果

の
飼
料
添
加
物
の
効
果
が
認
め
ら
れ
た（
図
３
）。

（
４
）腸
内
細さ
い
菌き
ん
叢そ
う
検
査

　
　
総
嫌
気
性
菌
数
に
対
す
る
大
腸
菌
群
数
の
割
合

　

通
常
、腸
内
細
菌
叢
の
大
部
分
は
嫌
気
性
菌
（
酸

素
が
少
な
い
環
境
で
生
き
て
い
る
菌
で
、人
間
で
は

ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
が
こ
の
仲
間
に
あ
た
る
）が
占
め
て
お

り
、健
康
な
腸
内
で
は
嫌
気
性
菌
数
に
対
し
て
大
腸

菌
群
数
は
わ
ず
か
で
あ
る
事
が
知
ら
れ
て
い
る
。そ

こ
で
今
回
は
、各
試
験
区
の
鶏
の
盲
腸
内
に
お
け
る

総
嫌
気
性
菌
数
に
対
す
る
大
腸
菌
群
数
の
割
合
を

検
査
す
る
事
で
、ス
ト
レ
ス
環
境
下
で
の
腸
内
細
菌

叢
の
バ
ラ
ン
ス
を
調
べ
、健
康
状
態
を
推
察
し
た
。

　

そ
の
結
果
、大
腸
菌
群
数
の
割
合
は
「
コ
リ
ス
チ

ン
不
使
用
対
照
区
」、「
コ
リ
ス
チ
ン
添
加
区
」、「
コ
リ

ス
チ
ン
不
使
用
J
A-

Z
K
区
」の
順
に
低
下
。本
結

果
か
ら
①「
熱
死
鶏
が
発
生
す
る
ス
ト
レ
ス
環
境
で

飼
育
す
る
と
、腸
内
細
菌
叢
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
壊
し
、

生
産
成
績
が
低
下
す
る
」、②
「
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
腸

内
細
菌
叢
の
バ
ラ
ン
ス
回
復
・
生
産
性
向
上
に

J
A-

Z
K
は
有
効
で
あ
り
、コ
リ
ス
チ
ン
の
代
替

と
し
て
活
用
で
き
る
」事
が
示
さ
れ
た（
図
４
）。

複合ストレス環境で
育成中の健康に気をつける

「バチルス・サブチルスJA-ZK株」 の活用効果
おなかの中から「生産性向上と安全・安心な畜産物づくり」に
役立つ生菌剤をJA全農グループが独自開発し、特許も取得。
その生菌剤が「バチルス・サブチルスJA-ZK株（以下、JA-ZK）」であり、
給与による飼養成績改善効果が農水省に認められ、
飼料添加物に指定された。そこで今回は、JA-ZKの効果について紹介する。
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